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◆男⼥共同参画ってなに︖◆

 性別にかかわりなく、すべての⼈が⾃らの意思により、社会のあらゆる分野における活動に参画
し、個性と能⼒を⼗分に発揮する機会が確保され、共に責任を担うことをいいます。

－ 名張市男⼥共同参画推進条例より

◆男⼥共同参画はどうして必要︖◆

 過疎化や少⼦・⾼齢化、景気の低迷や価値観の多様化など、私たちを取り巻く環境は⽬まぐるし
く変化しています。これらの変化に対応し、⼀⼈ひとりの⽣活を守りながら社会全体の活⼒を維持
していくために、男性も⼥性もそれぞれが持っている個性や能⼒を⼗分に活かせる社会の実現が求
められています。そこで、男⼥があらゆる分野に共に参画していく『男⼥共同参画』の必要性が⾼
まっています。

◆男⼥共同参画は「男らしさ」や「⼥らしさ」を否定するもの︖◆

 時代が変わり、社会の情勢が変わることで、捉え⽅に多少の変化が⽣じることがあったとして
も、男⼥の性別から出てくる区別（「男らしさ」「⼥らしさ」）は否定できるものではありませ
ん。 
 そもそも男⼥共同参画は、「男はこうあるべき」「⼥はこうあるべき」と決めつけることで、個
⼈の⽣き⽅の選択肢を狭めてしまうような決まりを押しつけないこと、そして社会や家庭、地域活
動などさまざまな⾯にあった男⼥の不均等をなくしていくものです。 
 ですから、⼀⼈ひとりがそれぞれの性別と持ち味を⼤切にして⽣きていくことを否定するもので
はありません。

◆伝統や⽂化を否定し、市⺠の意識を変化させようとしているの︖◆

 ⻑い歴史をかけて培われてきた性別による役割分担意識は簡単に変わるものではありませんし、
また、すべてを解消すべきというわけでもないでしょう。  男⼥共同参画は個⼈のニーズや⽣き
がいにも⼗分に配慮し、男⼥がともに尊重し合い、さまざまな場⾯で個性や能⼒を発揮できる社会
の実現を⽬指しています。  ⼀⼈ひとりが⾃らの意思により能⼒を発揮しようとするときに、そ
れを阻む固定観念を変えていこうとするもので、例えば伝統や⽇本⼈という⺠俗が持つ性質のよう
なものまで解消しようとするものではありません。

◆⼥性を家庭の外に引っぱり出そうとしているの︖◆

 男⼥共同参画は⼤前提として⼀⼈ひとりの⽣き⽅が尊重される社会の実現を⽬指すものです。で
すから、すべての⼥性をむやみに家庭の外にひっぱり出そうとするものではありません。  た
だ、１５歳から６４歳までの⽣産年齢⼈⼝が減少している社会において、⾼齢者を⽀え、就業者⼀
⼈あたりの税⾦や社会保険料の負担を軽減させていこうとすれば、⼥性や元気な⾼齢者の就業率を
⾼めていくことも⼤切です。
 そういった点からも、意欲ある⼥性があらゆる分野に参画し、持てる能⼒を活かす機会が確保さ
れるよう、⽀援していくことも必要です。  



◆働く⼥性が増えると少⼦化が進むのでは︖◆

 働く⼥性の増加と少⼦化に直接の因果関係がないことを⽰す調査を紹介します。

1. 諸国を⾒渡すと、２５歳から３４歳の⼥性の就業率が⾼い国ほど出⽣率も⾼
くなる傾向にあります。

2. 国内においては、⼦育て期にあたる３０歳から３９歳の⼥性が働いている割
合の⾼い県の⽅がむしろ出⽣率が⾼くなっています。

3. 「望ましい⽣殖と出産に関する研究会」が平成１４年に⾏った調査による
と、実際に⽣み育てている⼦どもの数は、働く⺟親が１．９８⼈であるのに
対し、専業主婦は１．９１⼈と働く⼥性のほうがやや⾼くなっています。

「また、平成２１年に⾏った「男⼥共同参画に関する県⺠意識と⽣活基礎調査」によると、理想の
⼦どもの数より少ない理由として「経済的負担が増えるから」「仕事と⼦育ての両⽴が困難だか
ら」「出産・⼦育ての⾝体的・⼼理的負担が⼤きいから」が多くあげられています。」景気の低迷
などから収⼊が減っている状況下、共働き家庭の⽅がどちらかというと経済的に⼦育てをしやすい
⽴場にあると⾔えるようです。

◆⼥性の社会進出ばかり強調すると、家にいて家事・育児に専念する⼈には肩⾝が
狭い思いにさせてしまうのでは︖◆

 男⼥共同参画は、個⼈のあり⽅・⽣き⽅を軽視したり否定するものでなく個⼈の思いを尊重でき
る社会をめざしています。個⼈や家族の役割りを他⼈や社会から男⼥の性別を理由として固定的に
決めつけられるのではなくそれぞれの個⼈・家族が主体的に考えていけばよいという考え⽅であ
り、主体的に検討した結果、専業主婦を選ばれても、仕事を選ばれても、さらに仕事と家庭の両⽴
をめざされてもいずれもが尊重されるべきであると考えます。

◆⼦どもが⼩さいうちは⺟親が⼦育てに専念する⽅がよいのでは︖◆

 国⽴精神・神経センター精神保健研究所が１６年間にわたる追跡調査で確かめたところによる
と、３歳になるまでに⺟親が家の外へ働きに出ても、⼦の発達に悪い影響を与えないということで
す。また、⼦どもの衝動的・⾏動的な問題⾏動は５歳までなら、幼児期に⺟親が働いていた⽅が少
ないとの結果が出ています。幼児期の⺟の就労が⼦の問題⾏動をむしろ押さえるよう作⽤するのは
「⼦育てに多くの⼈がかかわる『開かれた育児』が、ルールを学ぶ機会を⼦どもに与えるのではな
いか」との説もあります。 
「乳幼児の⺟親は育児に専念すべき」という考え⽅は、⼦育ての悩みを誰にも相談できずストレス
を溜め込んでしまう⺟親を増やし、社会との関わりを持てない孤独な育児に⺟親を追い込んでしま
いかねません。それに、「⼦育ては⺟親が⾏うべき」という考え⽅は、⼦育てに男性が関わってい
けるチャンスを狭めてしまうものです。 
 男⼥共同参画が⽬指しているのは、両親が共に⼦育て責任を果たし、それを基本として公的なサ
ービスや地域社会、企業による⽀援など、さまざまな⽀援のなかで⼦どもが育まれる社会づくりで
す。  

◆男⼥共同参画は成⼈男⼥を対象としているの︖◆

 男⼥共同参画社会は決して成⼈男⼥のみが活動しやすい社会ということではなく、すべての男⼥
が年齢に関係なく⽣きがいをもって暮らせる、いわば⽼若男⼥共同参画社会であり、⼦どもや⾼齢
者にも配慮したものであるべきだと思います。

◆仕事と⽣活の調和〔ワークライフ･バランス〕とはどのような意味ですか︖◆



 ⽼若男⼥誰もが、仕事、家庭⽣活、地域⽣活、個⼈の⾃⼰啓発など様々な活動について⾃ら希望
するバランスで展開できる状態です。このことは、「仕事の充実」と「仕事以外の⽣活の充実」の
好循環をもたらし、多様性に富んだ活⼒ある社会を創出する基盤として極めて重要です。⼈⽣の段
階に応じて⾃ら希望する「バランス」を決めることで仕事の効率が⾼まり、時間的な余裕が⽣まれ
個⼈の⽣活の充実につながります。このように仕事の充実と仕事以外の⽣活の充実の好循環がもた
らされます。


